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通いの場が充実

公共交通機関を使わない人が多い（不足している）

南海トラフ地震では全域浸水
福祉が身近な存在

喫茶店文化、お風呂文化

北部・中部・伊曽島で異なる地域性

まちづくり協議会設立準備委員会の開催

市内高齢化率１位（38.2％）
運動・口腔・物忘れリスク市内1位 ※1

公共交通機関を使う人が多い

喫茶店文化、お風呂文化

地域のつながりが強い

社協・包括との連携が密（月1回深谷連絡調整会議）

住民主体の「ささえあいの会」の立ち上げ

防災活動が盛ん
農業に携わる人が多い

うつリスク市内4位・物忘れリスク市内5位 ※1

社会的役割低下者が市内4位 ※1

介護事業所や商店、コンビニなどが満遍なくある

包括へのアクセスの悪さ
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チームの取り組み
課題分析

経験年数に関わらず

職員全員で意見を出

し合い、共有・整理

を行った。

北部東包括職員
※1…令和元年度桑名市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「いきいきくわな」より



認知症高齢者への取り組み
個別事例から地域づくりへ



圏域の認知症の課題（データ分析）
深谷地区は市内高齢化率１位 38.2％（Ｒ2.9）※2

長島北部 36.1％、長島中部 28.8％、長島伊曽島 28.5％

大和 32.2％

深谷地区 運動・口腔・物忘れリスク市内1位 ※1

大和地区 うつリスク市内4位、物忘れリスク市内5位※1

認知症高齢者の増加、独居・高齢者夫婦の増加

【分析結果】
認知症施策に より力を入れていく必要性がみえてきた

※1…令和元年度桑名市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「いきいきくわな」より ※2…桑名市ホームページより
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認知症の独居、高齢者世帯の支援の困難さ

 独居や家族の関わりが少ない方の支援には、多くの時間と労力が必要。

キーパソンがいない。認知症のため、正確な状況がわからず、

変化が見えにくい。コロナ禍で、家族の訪問が減っている。

相談件数（認知症相談）の増加
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• 家族が遠方の方の支援には、家族が変化に気づきにくいなどの理由から

介入が遅れがち

➡「緊急連絡先をわかる場所へ記載してもらうこと」から周知

本人への親族の連絡先聞き取りのきっかけや、
年末年始など、帰省する家族に向けて周知できた

包括だより

作成



地域とともに考え、支えていく
２０２５年を目標に全市町村で認知症サポーターを中心とした支援チーム

（チームオレンジ等）の整備を目指している

➢すでに身近な住民同士で支え合っている

これまで介護施設でボランティア活動をしていた

地域の人とも交流が多い。

家族から「介護サービスは本人のプライドが傷つくのでは」

集まっているメンバーや、ボランティア仲間が

さりげなく本人を支えている

Nさん 認知症の診断あり 要介護１ J2/Ⅱa



地域とともに考え、支えていく
地域の支援者に声をかけ

話し相手や、外で見かけるとさりげなく声をかけてたり、自宅まで付き添って送ってくれるなど、

本人の日常生活をさりげなく支えてくれています。

地域ケア会議や 認知症サポーター養成講座の開催へ

ご近所
家族

民生委員 本人

自治会

生活支援

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ



認知症 ともに暮らせる まちづくり

 認知症サポーター養成講座５回、キッズサポーター養成講座圏域すべての

小学校（5か所）で開催

・本人の思いと地域を繋ぎ、見える化することで、住民
一人ひとりの負担感を軽減。
・ご近所の皆さんも「できることはお手伝いするよ」と

前向きの気持ちの人が多い。

➡地域の良いところを引き出すことで、

ともに暮らせる豊かな地域づくりの一歩となった。

コロナ禍でできるのかな？という思いが私たちにあった。
毎年の実施を積み重ねる中、「来てもらうのを待っていた」という声が多く、

地域の意識の高さを実感。万全の感染対策をしながら実施できた！

 本人らしい地域での生活には、地域の理解やお互い様の支え合いが不可欠



不安を安心に！ 参加者から担い手へ

認知症介護への不安解消、担い手の発掘へ
大府市認知症徘徊鉄道事故裁判、当事者高井様の講演「認知症講演会」開催

その後、講演会に参加した人に認知症サポーター養成講座を開催。

講座後、認知症カフェのスタッフになりました！

（参加者の感想）認知症の大変さ、難しさ、

人との繋がりの大切さを学びました。

声かけできる人になりたいと思います。

世界アルツハイマーデーに合わせて、

令和2年9月26日に開催。

定員いっぱいの50名の参加！

（担い手の方の感想）
自分にできることがあ

れば、これからも協力

します！



地域課題に対する
関係機関との連携

➢小島地区通いの場立ち上げについて

➢長島事業所連絡会議の開催

➢まちづくり協議会設立準備委員会参加の効果

➢地域特性に応じた防災の取り組み



地域課題に対する関係機関との協同
 長島地区においては通いの場が充実

それでも、まめじゃ会がない地域があったり、次の担い手不足も課題。

 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、保健医療課、民生委員などとフィールドワークで地域を

実際に歩き、地域の強みや課題を把握。

 また、長島は津波でも洪水でも全域浸水の危険地域。台風などの時には避難バス

が出るが、そこまで歩ける体力が必要！

まずは長島北部

「小島地区の通いの場」

結成に向けて動き出す！！

フィールドワークの様子



長島北部の高齢化率は36.1％

しかし通いの場が少ない・・

運動できる場所を

作りませんか？

👉ニーズ調査※1から「参加したい人」や
「担い手」をピックアップし個別に訪問！
👉チラシを１２４世帯全戸配布
➡初回は、住民の方、自治会長さんなど

15名程の参加がありました！

生活支援コーディネーターや

保健医療課との協同で開催

小島地区に、通いの場立ち上げにむけて！



１回目

２回目、３回目・・・

他地区のいきいき体操会
の方にアドバイザーで来
てもらい、住民主体で
継続できるノウハウを得

てもらっています。

小島地区に、通いの場立ち上がりました！

～結果～
生活支援コーディネーター、

保健医療課と協同し

住民主体で
毎週開催しています！

今度は私たちがアドバイザーで

活動していけたらいいな



「長島事業所連携会議」を結成！

 長島地区内の介護事業所、生活支援コーディネーター、地域包括支援センターで

毎月１回 集まり、情報共有や地域課題への取り組みを検討中

例：コロナ禍でも健康ケア教室

を続けられる方法は？

→ゴルフ場と連携して、不整地
を歩けばリハビリにもなるし

ソーシャルディスタンスにもな

るね！！
など、いろいろなアイデアがで

ています。

ケアマネジャーとの交流会、運営推進会議などはあるが、介護事業所同士が

顔を合わせたり、話し合う場はあまりない

お互いの困りごとや取り組みを共有することで、

事業所の課題も解消でき、地域にもよい還元ができるのではないか！



まちづくり協議会設立準備委員会へ
参加することの効果

 まちづくり協議会とは・・・地域住民による地域づくり組織

 包括が毎回参加することで、地域のニーズの把握や協同ができる場

⚫カギ預かり事業

⚫いきいき体操の波及

⚫小島に通いの場ができたことで

他地区の意欲向上に！

⚫敬老まつりの開催（感染対策をしながら）

⚫朝市を拡大していこう！

⚫いそじまサロンの開催

現在、長島３地区は月1回開催。大和地区はR2年10月に第１回目の会議開催。

住民の熱気がすごい！
包括の気づきの場でもあ

り、新たなアイディアが

生まれる場でもある



地域特性に応じた防災の取り組み
 特に長島地区は南海トラフ地震では全域津波で浸水の恐れ

深谷・大和地区についても浸水危険域あり

 民生委員児童委員定例会にて防災講座実施、包括も参加

 民生委員さんも同様に、悩んでいた。「自治会との連携をどうしたらいいのか」

「避難行動要支援者名簿を預かっても、災害時どう活かしたらいいのか」など

市の防災計画や法人の防災計画はあっても、

災害時の要援護者に対する個別の避難計画はない

まずは介護サービスを利用している人の避難行動について

考えよう！ケアマネジャーにも民生委員さんと同様の

不安があるのではないか？

ケアマネジャー、介護保険事業所対象に
災害時の対応について話し合う機会を持つことに！



※浸水想定は「平成

25年度三重県地震

被害想定調査結果」

のうち理論上最大ク

ラスの南海トラフを

想定した津波浸水予

測図を参照しており

ます。

津波ハザードマップより 洪水ハザードマップより

広範囲

浸水の

恐れ！



新しい生活様式に合わせて、ＷＥＢ会議にて開催！

（R3.1.14開催）

地域特性に応じた防災の取り組み

アンケート
結果・効果

・事業所や法人で、防災につ
いて話し合うきっかけと
なった！

・防災・危機管理課にもっと

質問したい。避難行動につ

いて具体的なアドバイスが

欲しい！
➡防災・危機管理課との橋渡
しをしました。今後も引き続

き行っていきます。



コロナ禍による新たな課題
～新しい生活様式に合わせて～



コロナ禍で、今できることは？

外出自粛の中で、フレイル（虚弱になること）が心配。
➢ フレイルの危険性をどうやって住民に伝えたらいいだろう？

➢ 自宅でも気軽に取り組んでもらえる体操ってなんだろう？

通いの場が休止になることで交流の場所がなくなったり、閉じこもりになってしまう

北部東圏域会議で検討
→毎月住民向けのチラシを発行しよう！

→ラジオ体操やテレビ体操が取り組み

やすいのでは！？

→世の中の情勢に合わせた情報提供を！

コロナ禍の対応について

➢ 生活支援コーディネーターと連携し、通いの場の開催状況

を確認したり、代表者のところへチラシを配布



テレビやラジオなど身近な媒体を利用しての

体操は好評でした♪
毎月発行！



給付金詐欺等の啓発チラシの配布、
民生委員・運営推進会議などの場で虐待防止の啓発

詐欺や悪徳商法、高齢者虐待が増加

新たな課題・感染予防の徹底
家族が帰省できず状況が把握しづらい→関係機関と連携
通いの場や研修などの開催困難→ＷＥＢ等新しい方法の検討
私たちが媒介者にならないよう、面談頻度や方法の精査

などで細やかに検討を

行っている

コロナ禍による新たな課題・取り組み

虚弱高齢者の増加による

介護サービス利用者の増加

早期に介入することで、早く元の生活に戻れるよう

包括だよりを各関係機関や医療機関に配布。
地域訪問などで、早期発見・対応につなげる。



誰も取りこぼさない地域づくり
➢ 事例紹介

➢ 地域共生社会に向けて



令和２年8月から
長島福祉なんでも相談センターを開所
独居、高齢夫婦の増加

身寄りのない、または家族との縁が薄い高齢者

孤独死

認知症高齢者の増加

核家族化、育児の孤立化

ヤングケアラー、介護離職

８０５０問題

コロナ禍で、物理的に繋がりにくくなった

社会的孤立

高齢者だけの問題じゃな

いんだよね・・・

➢ なんでも相談と連携、幅広い視点で支援
➢ 共通課題として、社会的孤立への取り組みが重要



「複合的な課題を抱えた家族」事例
【家族構成】

母（80代） 長男・長女（50代）三人暮らし

【経緯】
母が食欲不振と嘔吐で救急搬送され、病院から

「吐物や汚物で汚れており、子供たちによる介護

放棄ではないか」と包括に連絡がある。
面談では、長男・長女ともに障害手帳はないも

のの、ＳＯＳが出しにくい家族という印象

➢ 病院、行政（介護高齢課・介護予防支援室）、民生委員、

社協と、連携・情報収集



【長男・長女と関わりを持つ中で】

・介護放棄というよりは、知識のなさにより介護できなかったといった状態。

・長男・長女は母の支援に非常に協力的な様子はある。

・要介護認定申請や、金融機関と連携して長男が金銭管理の代行をできる

ように支援し、退院できた。

長女：半年以上前に通勤途中の受傷、現在も杖歩行で休職中。

傷病手当を受給中。「復職できるか不安・・・」

包括と長島福祉なんでも相談センターで、

就労や生活の安定に向けて、継続して支援する方針

【結果】ワンストップ窓口としての機能を果たす
相談初期から“福祉なんでも相談”との密な連携が図れた



短期目標（今年度）
・多職種、他機関と共同しながら介護予防の推進、

地域づくり（フレイルへの対応）

・地域課題へのさらなる取り組み、発展へ

長期目標（第７～８期）

・感染症の状況に応じて柔軟に対応ができる事業所へ
・防災に強い地域づくり（介護事業所、地域等との連携）
・共生社会に向けて、より他機関との連携を深め、高齢期だけではな

く、多世代のワンストップ窓口を目指す
（社協・福祉なんでも相談センターの強みをさらに生かしていく）

誰も取りこぼさない地域づくり



桑名市北部東地域包括支援センター

長島福祉なんでも相談センター

どの世代の人でも、すこやかに暮らせる地域づくり

のために、これからも地域の方々や、多くの関係機

関の皆様と、一歩づつ進んでいきます

おひとりおひとりの相談に丁寧に取り組みながら、

個や地域の力（エンパワメント）を引き出し、

かけはしとなる支援を目指して！

ご近所家族 民生委員

本人

自治会

生活支援

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

サポーター ケアマネ

まち協

金融機関

市役所

病院・薬局

事業所ボランティア

通いの場

商店、民間企業

など・・・



ご清聴ありがとうございました！




